
                                                                           
                 

 

 

2025年３月24日 

各 位   
会社名 株式会社ＧＳＩクレオス 

代表者名 代表取締役 社長執行役員 吉永 直明 

 (コード番号:8101 東証プライム市場) 

問合せ先 取締役 常務執行役員 小野 国広 

 (TEL. 03-5418-2122) 

 

 

特別利益、特別損失の計上および通期業績予想の修正 

ならびに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 
株式会社ＧＳＩクレオス（以下、「当社」）は、2025 年３月期第４四半期連結累計期間において、特別 

利益および特別損失を計上することとなりました。また、2025 年３月 24日開催の取締役会において、2024 年 

５月15日に公表いたしました2025年３月期の通期連結業績予想および配当予想を下記のとおり修正しましたので、 

お知らせいたします。 

 

記 
 
１． 特別利益の計上について 

当社は、2025 年２月６日付で開示した「（開示事項の経過）事業譲受に関する株式取得（子会社化）など 

のお知らせ」のとおり、三菱ケミカル株式会社より同社事業の一部であるトリアセテート繊維事業を譲り 

受けたことに伴い、2025 年３月期第４四半期連結累計期間において、現時点で見込まれる負ののれん 

発生益1,350百万円を特別利益として計上いたします。 

 

 

２． 特別損失の計上について 

当社は、本日開示した「グループ内再編による事業ポートフォリオの最適化に関するお知らせ」のとおり、 

子会社の事業撤退および合併について決議いたしました。加えて、再編に伴う資産の遊休化、事業環境悪

化に伴う固定資産の減損などとして、現時点で見込まれる損失830百万円を特別損失として計上いたしま

す。 

 

 

３． 業績予想の修正について 

（１）2025年３月期通期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

150,000 
百万円 

3,100 
百万円 

3,100 
百万円 

2,200 
円  銭 

179.36 

今回修正予想（B） 160,000 2,550 2,410 2,310 188.25 

増 減 額（B－A） 10,000 △550 △690 110  

増 減 率（％） 6.7 △17.7 △22.3 5.0  
（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
146,194 2,881 2,999 2,019 164.64 



                                                                           
                 

 

 

 

 

（２）修正の理由 

売上高については、インナー用機能糸や欧米向け生地等の伸長により当初の予想を上回る見込みで

すが、営業利益および経常利益は、三菱ケミカル株式会社よりトリアセテート繊維事業を譲り受け

たことによる取得関連費用の影響や事業撤退を決めた子会社の不振などもあり、当初の予想を下回

る見通しとなりました。一方で、親会社株主に帰属する当期純利益は、子会社の事業撤退などによ

る特別損失を計上するものの、負ののれん発生による特別利益を計上することから、当初の予想を

上回る見通しとなりました。 

 

 
４． 配当予想の修正について 

 

（１）配当予想の内容 

 年  間  配  当  金 

第２四半期末 期  末 合  計 

前 回 予 想 

（2024 年 5 月 15 日発表） 
               

円 銭 

90.00 
円 銭 

90.00 

今 回 修 正 予 想  95.00 95.00 

当 期 実 績 0.00   

前 期 実 績 

(2024 年３月期) 
0.00 83.00 83.00 

 

（２）修正の理由 

当期の期末配当予想につきましては、当社の中期経営計画における配当方針（配当性向 50％） 

および上記の業績予想や財政状態等を勘案し、前回予想比 5.00 円増配の１株あたり 95.00 円に 

修正することといたします。 

 

 
 ※上記の業績予想および配当予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成

したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により上記 

予想数値と大きく異なる可能性があります。 

 
 

以  上 


